
この商品を正しく安全にご使用いただくために、
本取扱説明書をよくお読みください。
お読みになった後は、いつでもご使用いただける
ように大切に保管してください。

販売店 ・ 工務店 ・ 建築会社の皆様へ

この取扱説明書は施工完了後、お施主様へお渡しください

このたびは、YKK APのアウターシェードを
お買い上げいただきありがとうございます。

お施主様用保存版

人身事故や財産上の損害を未然に防止するために守って
いただきたい内容を示しています。
内容をご理解の上、商品をご使用ください。

取扱いを誤った場合、使用者が通院加療の必要のない
程度の傷害を負うことが想定されるか、または物的損
害の発生が予想されることを示します。

意　味表　示

「ご使用前に読んでいただきたいこと」を示します。

●安全に関する表示について

安全にお使いいただくために

一 読

お願い

各部の名称

一読お願い

結束バンド
バックル

■手すり笠木への取付け方

1バックル（差込み側）の上部
　テープをゆるめる

4上部テープをゆるめた状態で
　テープ端部をアジャスターに通す　　

5テープ端部を引いて、アジャスターの
　位置で長さを調整する　　　　

2下側のテープをアジャスターから
　テープの端が抜けるまで引く

3バックル（受け側)と位置を
　合わせ、テープを手すり笠
　木に通す

バックル(差込み側)

手すり笠木

❷引き抜く

❶ゆるめる

テープ端部

アジャスター

テープ端部

アジャスター

通す

ゆるみがないように
しっかりテープを
締めてください。

・結束バンドを取付ける際は、手すり笠木部分のホコリ・砂などを落してください。
　手すり笠木が結束バンドでこすれて傷がつくことがあります。
・化粧シートを張っている手すり笠木部分には、結束バンドを取付けないでください。
　化粧シートに傷がつくおそれがあります。

一 読

一 読

■バックル（差込み側）のテープ長さの
　調整方法

切断面
ライター等

5cm残す

一 読
火を当てた直後は高温です。
やけどに十分注意してください。
また、燃やし過ぎないように注意
ください。

バックル（差込み側）のテープをアジャスターから
５cmまで切断が可能です。はさみでテープを切断し、
長さの調整をします。
調整後、ほつれ防止のため切断面にライター等で火を
当ててください。

・ ボックスに乗ったり、はしごをかけたりしないでください。
無理な重さをかけると、変形して転落によりけがをするおそれがあります。

・ 身を乗り出して操作しないでください。
  バランスをくずし、転落するおそれがあります。
・ スクリーンの操作で手が届かない場合、踏み台やいすなどにのって操作しない
でください。バランスをくずし、思わぬ事故につながるおそれがあります。

・ 木の葉が絶えず動く、または紙がまい上がるような風が吹いている時は
スクリーンを収納してください。そのままにしますと、
　商品が破損して思わぬ事故につながるおそれがあります。
・ スクリーンの破断が見られた場合、すぐに使用を中止
　して頂き、スクリーンの交換をしてください。
・ 特にスクリーンが強風を受けた場合には、破断がないか
　注意して確認してください。

・ 事故防止のため、お子様には操作させないでください。
・ 就寝時や外出時にはスクリーンを収納してください。風で商品が破損するおそれが
  あります。
・ スクリーンの収納速度は、商品によって多少の早い遅いがあります。
   横に並べて設置した場合など、左右の速度が違って見えることもありますがご了承
   ください。
   また、ご使用中も気温によりスクリーンの収納速度が変化することがあります。
・ 汚れやシミの原因になりますので、降雨、降雪時は収納してください。
・ 雪などがスクリーンに付着して凍結している場合は、必ずお手入れしてから収納してく
   ださい。（お手入れ方法を参照願います）
・ 気温が低い時、長時間スクリーンを出していた時など、スクリーンの巻上げが
   極端に遅くなり収納できない場合があります。その際は、静かにスクリーンの
   上げ下げを繰り返して最後まで巻上げてください。
   上げ下げを繰り返すことにより、スクリーンのこわばりがなくなり巻上げやす
   くなります。
・ 無理な開閉や乱暴な扱いをしないでください。商品の破損につながります。
・ スクリーンに防虫効果はありません。窓開放時は網戸を閉めてご使用ください。

ボトムバー

手すり笠木
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■スクリーンの下げ方

■スクリーンの上げ方(収納)
1ボトムバーを片手でしっかり持ち、
　反対の手で左右のバックルをはずす

3バックル(受け側)を片手でしっかり持ち、
　反対の手でバックル(差込み側)を持ち、
 「カチッ」と音がするまでしっかりはめる

4左右のバックルが
　しっかりはまって
　いることを確認する

商品の使い方

一 読
・スクリーンの破損を防ぐため、斜めにボトムバーを引かないでください。
　必ずボトムバーを真下に引いてから、バルコニー手すり付近まで引いてください。
・結束バンドにゆるみがないことを確認してください。　

バックル

結束バンド

ボトムバー

バックル
結束バンド

ボトムバーカチッ

(差込み側)

(受け側)

プルコード

1プルコードまたはボトムバーの中央を持ち、
　真下にスクリーンを引き下げる

2真下に引いたボトムバーを
　手すり笠木付近まで引く

ボトムバー

2スクリーンをボックス本体の真下まで引く

3途中までボトムバーまたはプルコードを持って静かに
　手をはなす

プルコードを持って操作する場合

● 金属たわしや毛の硬いカメノコタワシなどは傷つきやすいので、絶対に
   使用しないでください。
● シンナー、ベンジン、アセトンなどの溶剤は使用しないでください。
   また、塩素系薬品（漂白剤、カビ取り剤など)は、絶対に使用しないで
   ください。
● 清掃の際、ボックスカバーを取りはずしたり、ボックス内部に水をかけない
   でください。
● 清掃の際は、ボトムバーをしっかり持って清掃してください。

お手入れ方法

一読

シンナ－ベンジン

商品の保証について
　本書は当社の商品に関し、ここに記載の保証期間、保証内容の範囲において無料修理を行うことをお約束
　するものです。
　保証期間中に故障、損傷などの不具合（以下「不具合」といいます）が発生した場合には、まずお取り扱い
　の建築会社様、工務店様、または販売店様に修理をご依頼ください。
■保証期間
　建築会社様よりの引き渡し日《注》から起算して２年間（電装部品は１年間）。ただし、施工を伴わない商品
　については、お客様がご購入された日から１年間。
　 《注》 商品の引き渡し日とは、新築注文住宅の場合はお客様への住宅の引き渡し日とし、新築分譲住宅の
　　　　場合は建築主様への住宅引き渡し日とします。新築以外の住宅については、商品の施工完了日と
　　　　します。
■保証内容
　取り扱い説明書、本体ラベルまたはその他の注意書きに基づく適正なご使用状態で、保証期間内に不具合
　が発生した場合には、下記に例示する免責事項を除き無料修理いたします。
■免責事項
　    保証期間内でも、次のような場合には有料修理となります。
　① 当社の手配によらない第三者の加工、組立、施工（基礎工事、取付工事、シーリング工事など）、管理、
　　メンテナンスなどに起因する不具合
      （例えば、海砂や急結材を使用したモルタルによる腐食。中性洗剤以外のクリーニング剤を使用したこと
　　による変色や腐食。工事中に養生不良に起因する変色や腐食など）
　② 表示された商品の性能を超えた性能を必要とする場所に取り付けられた場合の不具合
　③ 建築躯体の変形など商品以外の不具合に起因する商品の不具合
　④ 商品または部品の経年変化（使用に伴う消耗、磨耗など）や経年劣化（樹脂部品の変質、変色など）
　　 またはこれらに伴うさび、かびまたはその他類似の不具合
　⑤ 商品周辺の自然環境、住環境に起因する結露、腐食またはその他の不具合
　　（例えば、塩害による腐食、大気中の砂塵、煤煙、各種金属粉、亜硫酸ガス、アンモニア、車の排気ガス、
       ガス給湯器の排ガスなどが付着して起きる腐食。異常な高温・低温・多湿による不具合など）
　⑥ 商品または部品の材料特性に伴う現象（例えば、木製品の反り、干割れ、色あせ、木目違い、節抜け、
       樹液のにじみ出しなど）
　⑦ 天災その他の不可抗力（例えば、暴風、豪雨、高潮、地震、落雷、洪水、地盤沈下、火災など）による不具合
       またはこれらによって、商品の性能を超える事態が発生した場合の不具合
　⑧ 実用化されている技術では予測することが不可能な現象またはこれが原因で生じた不具合
　⑨ 犬、猫、鳥、鼠などの小動物またはつるや根などの植物に起因する不具合・キクイムシなどによる虫害
　⑩ 引き渡し後の操作誤り、調整不備または適切な維持管理を行わなかったことによる不具合
　⑪ お客様自身の組立、取付け、修理、改造（必要部品の取り外しを含む）に起因する不具合
　⑫ 本来の使用目的以外の用途に使用された場合の不具合または使用目的と異なる使用方法による場合
       の不具合
　⑬ 犯罪などの不法な行為に起因する破損や不具合
　＊  保証期間経過後の修理、交換などは有料といたします。
　＊  本書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理に
       ついてご不明の場合は、当社お客様相談室にお問合わせください。
　＊  この商品保証は日本国内においてのみ適用されるものとして日本国外に納入される商品については、
       適用しないものとします。

商品を長く使うために、商品の材質に応じた方法で定期的にお手入れすることが大切です。
お手入れしないままにしておきますと、表面に付着した汚れはしみや腐食の原因となります。
汚れが軽いうちにお手入れしていただくことが商品を長持ちさせる最良の方法です。清掃の
目安は、少なくとも年１～2回程度です。特に沿岸地帯や交通量の多い道路沿いは、塩分や排
気ガスの影響により、しみや腐食が進みやすいので、こまめにお手入れしてください。

中性洗剤

②柔らかい布・またはスポンジで全体を
　水ぶきする
※水で落ちない場合は、中性洗剤
　（1～2％水溶液）を使い、
　軽く洗い流します

③乾いた布で十分に
　水分をふき取る

①柔らかい布に水を浸し、
　表面についたホコリ・砂
　などを洗い落とす

●雪などでスクリーンが凍結した場合は、柔らかいブラシなどで雪などをはたき落としてから、
　乾いた布で十分に水分をふき取ってください。

スクリーン

スクリーンの片下がり・巻きずれの
対処方法

斜めの状態

商品の特性上、多少の片下がり・ 巻きずれが発生します。
片下がり・ 巻きずれが大きくなった場合は、一度スクリ
ーンを一番下まで下げ、下でボトムバーを離して収納し
てください。

手すり笠木
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 受付時間　月～土 9：00～17：00
（日・祝日・年末年始・夏期休暇等を除く）

お客様相談室
商品に関するご相談、お問い合せは 0120-72-4134

携帯・PHSからは

0570-07-4134（有料）
Printed in Japan
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